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東
華
学
校

　

校
長
に
就
い
た
の
は
、
新
島
襄
で
あ
る
。
自

身
、「
学
校
之
主
義
ハ
同
志
社
ト
一
様
ニ
有
之

候
間
、同
志
社
之
分
校
と
申
す
も
不
苦
と
存
候
」

と
断
言
す
る
（『
新
島
襄
全
集
』
三
、四
七
一
頁
）。

仙
台
校
は
京
都
「
本
校
」
に
対
し
て
「
同
志
社

之
分
校
」
に
あ
た
る
、
と
い
う
の
で
あ
る
。

　

新
島
だ
け
で
な
く
、
他
教
派
の
牧
師
、
田
村

直
臣
か
ら
見
て
も
「
同
志
社
分
校
」
で
あ
っ
た

（
田
村
直
臣
『
信
仰
五
十
年
史
』
一
五
二
頁
、

警
醒
社
、
一
九
二
四
年
）。

　

実
は
新
島
の
生
前
、
同
志
社
ゆ
か
り
の
キ
リ

ス
ト
教
（
会
衆
派
系
）
学
校
は
全
国
各
地
に
い

く
つ
も
あ
っ
た
。
北
越
学
館
（
越
後
）、
新
潟

女
学
校
、
前
橋
英
和
女
学
校
（
現
共
愛
学
園
）、

泰
西
学
館
（
大
阪
）、
梅
花
女
学
校
（
同
、
現

梅
花
学
園
）、
神
戸
英
和
女
学
校
（
現
神
戸
女

学
院
）、
神
戸
女
子
神
学
校
、
順
正
女
学
校
（
岡

山
）、
松
山
女
学
校
（
現
松
山
東
雲
学
園
）、
熊

本
英
学
校
、
熊
本
女
学
校
な
ど
で
あ
る
。

　

し
か
し
、
そ
の
い
ず
れ
も
が
同
志
社
の
「
姉

妹
校
」、
あ
る
い
は
「
兄
弟
校
」
に
留
ま
る
。

新
島
が
自
ら
校
長
に
就
い
た
の
は
、
京
都
以
外

で
は
仙
台
だ
け
で
あ
る
。
要
す
る
に
同
志
社
分

同
志
社
フ
ェ
ア
in
仙
台

　

さ
る
六
月
十
七
日
、
仙
台
で
同
志
社
フ
ェ
ア

が
開
か
れ
た
。
こ
れ
ま
で
の
函
館
、
安あ
ん

中な
か

、
熊

本
に
比
べ
て
、
仙
台
の
場
合
「
同
志
社
ゆ
か
り

度
」
は
低
い
。
で
は
、
な
ぜ
仙
台
か
。

　
「
も
う
ひ
と
つ
の
同
志
社
」
が
開
校
さ
れ
た

唯
一
の
都
市
だ
か
ら
で
あ
る
。

　

学
校
は
、「
宮
城
英
学
校
」
と
い
う
名
で
仮

開
校
（
一
八
八
六
年
）
さ
れ
、
翌
年
の
本
開
校

時
に
「
東
華
学
校
」
と
改
称
さ
れ
た
。
今
年
は

本
開
校
か
ら
数
え
て
ち
ょ
う
ど
百
三
十
年
（
仮

開
校
な
ら
百
三
十
一
年
）
を
迎
え
る
の
で
、
開

校
式
の
日
を
選
ん
で
、
同
志
社
フ
ェ
ア
が
開
催

さ
れ
た
。

　

学
校
は
わ
ず
か
五
年
半
で
閉
校
（
一
八
九
二

年
）
さ
れ
た
の
で
、
今
で
は
同
志
社
で
も
仙
台

で
も
存
在
感
は
希
薄
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
同

志
社
校
友
会
宮
城
県
支
部
は
本
部
の
支
援
を
受

け
て
、
記
念
誌
、『
東
華
学
校
も
の
が
た
り
│

仙
台
教
育
史
の
あ
け
ぼ
の
│
』
を
四
月
に
刊
行

し
た
。

　

編
集
協
力
者
（
執
筆
者
）
と
し
て
も
、
同
書

が
こ
の
学
校
を
広
く
知
っ
て
も
ら
う
き
っ
か
け

に
な
れ
ば
、
と
期
待
せ
ず
に
は
お
れ
な
い
。

　

一
方
、
東
華
学
校
の
旧
ス
タ
ッ
フ
（
信
徒
）

の
中
に
は
、
仙
台
に
踏
み
と
ど
ま
っ
て
伝
道
に

専
念
し
た
者
が
い
た
。
そ
の
先
頭
に
立
っ
た
の

り
込
ま
れ
た
。
そ
の
中
軸
は
、
大
阪
在
留
十
二

年
に
及
ん
だ
デ
フ
ォ
レ
ス
ト（J.H

.D
eForest

）

で
あ
る
。
彼
も
ま
た
、
東
華
学
校
を
「
同
志
社

分
校
」
と
み
な
す
（
ゼ
ー
・
エ

ッ
チ
・
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
「
廿
年

間
の
宣
教
経
歴
」
二
三
頁
、『
回

顧
二
十
年
』
警
醒
社
書
店
、
一

九
〇
九
年
）。

　

こ
の
分
校
は
、
九
十
年
代
に

入
り
世
相
が
欧
化
主
義
か
ら
国

粋
主
義
へ
と
急
転
す
る
や
、
逆

風
に
見
舞
わ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト

教
離
れ
し
た
県
市
は
分
校
と
手

を
切
り
、
無
宗
教
の
公
立
学
校

（
現
仙
台
第
一
高
等
学
校
）
を

新
設
（
再
興
）
し
た
。

　
「
半
公
半
私
」の
破
綻
で
あ
る
。

同
床
異
夢
の
実
態
が
露
呈
し
た

う
え
に
、
新
島
校
長
が
亡
く
な

り
、
市
原
副
校
長
が
イ
ェ
ー
ル

に
留
学
し
た
こ
と
も
響
い
た
。

学
生
の
大
半
は
、
同
志
社
分
校

の
敷
地
や
校
舎
を
そ
っ
く
り
借

用
し
て
開
校
さ
れ
た
公
立
学
校

に
移
っ
た
。

校
と
言
え
る
の
は
、
仙
台
の
他
に
は
な
い
。

　

こ
れ
を
可
能
に
し
た
の
は
、
県
市
の
肩
入
れ

と
地
元
有
力
者
た
ち
の
支
援
で
あ
っ
た
。
県
令

（
知
事
）
が
理
事
長
を
務
め
、
開
校
資
金
は
仙

台
の
資
産
家
た
ち
が
用
意
し
た
。
同
志
社
か
ら

す
れ
ば
「
半
公
半
私
」
立
で
あ
っ
た
。
そ
れ
だ

け
に
、
新
島
の
熱
の
入
れ
よ
う
も
熱
く
、
開
校

準
備
に
東
京
や
仙
台
に
再
三
、
出
向
い
た
ば
か

り
か
、
本
開
校
の
時
に
は
同
志
社
の
卒
業
式
を

欠
席
し
て
ま
で
、
夫
人
（
八
重
）
同
伴
で
駆
け

つ
け
、
開
校
式
に
臨
ん
だ
。

　

新
島
校
長
は
、
校
長
代
理
（
副
校
長
）
と
し

て
腹
心
の
市
原
盛
宏
（
例
の
「
熊
本
バ
ン
ド
」

の
一
員
で
、
同
志
社
教
授
）
を
仙
台
に
送
り
込

ん
だ
。
こ
の
人
事
は
同
志
社
の
外
国
人
教
員
た

ち
に
は
き
わ
め
て
不
評
で
、「
市
原
を
失
う
く

ら
い
な
ら
、
宣
教
師
ふ
た
り
を
手
放
す
ほ
う
が

ま
し
」
と
も
、「
彼
が
抜
け
た
穴
は
、
容
易
に

埋
め
ら
れ
な
い
」
と
批
判
さ
れ
た
（
拙
著
『
京

都
の
キ
リ
ス
ト
教
』
一
八
七
〜
一
八
八
頁
、
同

志
社
教
会
、
一
九
九
八
年
）。

　

ス
タ
ッ
フ
と
し
て
は
他
に
も
同
志
社
か
ら
数

名
が
順
次
、
派
遣
さ
れ
た
。
外
国
人
教
員
も
同

様
で
、
最
終
的
に
は
五
人
の
宣
教
師
が
ミ
ッ
シ

ョ
ン
（
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ
ー
ド
）
か
ら
次
々
と
送
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築
き
た
い
と
の
願
い
か
ら
で
あ

る
。
そ
れ
ま
で
の
同
志
社
系
の

教
会
や
姉
妹
校
は
、
十
余
年
に

わ
た
っ
て
京
阪
神
を
主
軸
に
西

日
本
で
発
展
し
て
き
た
が
、
今

後
は
東
北
、
さ
ら
に
は
北
海
道

へ
も
、
と
新
島
は
熱
望
す
る
。

　

そ
れ
が
具
体
化
す
る
の
が
二

度
目
の
渡
米
中（
一
八
八
五
年
）

の
こ
と
で
、新
島
は
東
北
に「
も

う
ひ
と
つ
の
同
志
社
」
設
立
構

想
を
固
め
る
に
至
っ
た
。

　

思
い
返
せ
ば
、
そ
も
そ
も
同

志
社
開
校
を
夢
見
た
の
も
、
こ

れ
よ
り
十
余
年
前
の
最
初
の
渡

米
中
の
こ
と
で
あ
っ
た
。
ア
メ

リ
カ
留
学
を
終
え
た
新
島
は
、

ミ
ッ
シ
ョ
ン
の
送
別
会
（
一
八

七
四
年
）
で
帰
国
後
の
学
校
設

立
の
夢
を
語
り
、
そ
の
た
め
の

寄
付
を
会
衆
に
訴
え
た
。
こ
の

時
の
献
金
が
、
一
年
後
に
同
志

社
開
校
を
可
能
に
し
た
こ
と
か

ら
、「
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ

ー
ル
」
は
時
に
同
志
社
の
起
点

が
、
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
で
あ
っ
た
。

　

彼
と
新
島
と
の
交
流
は
ア
メ
リ
カ
で
始
ま
っ

て
い
た
。
東
華
学
校
開
校
式
に
臨
ん
だ
宣
教
師

の
カ
ー
テ
ィ
ス
（W

.W
.C
urtis

）
は
、
ボ
ス

ト
ン
の
ミ
ッ
シ
ョ
ン
本
部
に
、
こ
う
報
じ
る
。

　
「
仙
台
へ
の
熱
烈
な
期
待
を
〔
新
島
が
〕
語

る
の
を
、
し
か
も
こ
み
上
げ
て
来
る
熱
い
思
い

の
た
め
に
声
を
ふ
る
わ
せ
な
が
ら
語
る
の
を
聞

い
て
、
少
な
く
と
も
私
た
ち
の
ひ
と
り
は
、
ラ

ッ
ト
ラ
ン
ド
〔
ヴ
ァ
ー
モ
ン
ト
州
〕
で
の
〔
ア

メ
リ
カ
ン
・
〕
ボ
ー
ド
の
集
会
に
ひ
き
戻
さ
れ
、

彼
〔
新
島
〕
が
京
都
の
学
校
〔
同
志
社
設
立
〕

の
た
め
に
訴
え
る
の
を
聞
く
か
の
よ
う
な
思
い

に
な
り
ま
し
た
」（
拙
著
『
ア
メ
リ
カ
ン
・
ボ

ー
ド
二
百
年
│
同
志
社
と
越
後
に
お
け
る
伝
道

と
教
育
活
動
│
』
二
〇
七
頁
、
思
文
閣
出
版
、

二
〇
一
〇
年
。〔　

〕
は
本
井
）。

Ｊ
・
Ｈ
・
デ
フ
ォ
レ
ス
ト

　
「
私
た
ち
の
ひ
と
り
」
と
は
、
デ
フ
ォ
レ
ス

ト
の
こ
と
で
あ
る
。
彼
の
胸
に
は
新
島
の
「
仙

台
ス
ピ
ー
チ
」
は
、「
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ

ー
ル
」
の
再
現
の
よ
う
に
響
い
た
。
新
島
に
よ

る
「
仙
台
へ
の
熱
烈
な
期
待
」
の
表
明
は
、
東

北
地
方
に
同
志
社
（
学
園
と
教
会
）
の
拠
点
を

市
民
に
残
し
た
「
遺
産
」
で
あ
る
。

　

そ
れ
に
対
し
て
、
彼
は
京
都
や
同
志
社
本
校

と
は
無
縁
で
あ
っ
た
の
で
、
同
志
社
で
の
知
名

度
は
ゼ
ロ
に
等
し
い
。
が
、
彼
を
偲
ぶ
品
が
学

内
に
な
い
わ
け
で
は
な
い
。
ク
ラ
ー
ク
記
念
館

化
財
に
指
定
さ
れ
た
。
こ
れ
は
、
永
年
、
仙
台

を
代
表
す
る
洋
館
と
し
て
市
民
に
親
し
ま
れ
た

「
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
記
念
会
堂
」（
一
九
四
五
年
に

空
襲
で
焼
失
）
や
、
学
校
跡
地
の
「
東
華
学
校

遺
址
碑
」
と
も
ど
も
、
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
が
仙
台

と
も
言
わ
れ
る
。
そ
の
現
場
に
い
た

デ
フ
ォ
レ
ス
ト
も
ま
た
、
新
島
と
同

時
に
宣
教
師
に
任
命
さ
れ
、
共
に
日

本
へ
派
遣
さ
れ
る
身
で
あ
っ
た
。

　

そ
れ
よ
り
十
三
年
。
デ
フ
ォ
レ
ス

ト
は
思
い
が
け
な
く
も
仙
台
で
新
島

の
ス
ピ
ー
チ
を
再
び
聴
く
。
要
す
る

に
、
最
初
の
渡
米
時
に
同
志
社
（
本

校
）
設
立
の
夢
を
抱
い
た
新
島
は
、

二
度
目
の
渡
米
中
に
今
度
は
分
校
の

設
立
を
志
す
に
至
っ
た
の
で
あ
る
。

「
ラ
ッ
ト
ラ
ン
ド
・
ア
ピ
ー
ル
」と「
仙

台
ス
ピ
ー
チ
」
が
連
動
し
て
い
る
の

を
体
感
し
た
の
が
、
デ
フ
ォ
レ
ス
ト

で
あ
る
。

　

彼
は
大
阪
か
ら
仙
台
に
移
る
と
、

教
育
だ
け
で
な
く
伝
道
に
も
尽
力
し
、

ま
も
な
く
同
志
社
系
（
会
衆
派
）
の

宮
城
組
合
教
会
（
現
日
本
キ
リ
ス
ト

教
団
仙
台
北
教
会
）
を
立
ち
上
げ
た
。

　

そ
し
て
閉
校
後
も
そ
の
ま
ま
仙
台
に
残
留
し
、

二
十
五
年
に
わ
た
っ
て
東
北
伝
道
に
腐
心
し
た
。

仙
台
は
彼
の
終
の
棲
家
と
な
り
、
墓
も
設
け
ら

れ
た
。
彼
が
住
ん
だ
宣
教
師
館
、「
デ
フ
ォ
レ

ス
ト
館
」
は
現
存
し
、
昨
年
、
国
か
ら
重
要
文

東華学校遺址碑（仙台市連坊小路。『東華学校ものがたり』所収）

今も残るデフォレスト館（重要文化財。東北学院土樋キャンパス。『東華学校ものがたり』所収）同志社大学今出川キャンパス（クラーク記念館前）に横たわる牛の石像
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前
に
寝
そ
べ
る
牛
の
石
像
と
「
大
日
如
来
」
と

彫
ら
れ
た
石
碑
で
あ
る
。

　

北
野
天
満
宮
を
彷
彿
さ
せ
る
こ
れ
ら
の
遺
物

は
、
か
つ
て
大
阪
（
川
口
居
留
地
）
に
あ
っ
た

デ
フ
ォ
レ
ス
ト
家
の
庭
に
置
か
れ
て
い
た
。
石

像
は
「
同
志
社
七
不
思
議
」
の
筆
頭
と
し
て
キ

ャ
ン
パ
ス
・
ガ
イ
ド
の
学
生
た
ち
に
は
大
人
気

で
あ
る
も
の
の
、
誰
も
旧
蔵
者
を
知
ら
な
い
。

内
ケ
崎
作
三
郎

　

さ
て
、
仙
台
分
校
に
は
、
お
よ
そ
五
百
人
の

生
徒
、
学
生
が
学
ん
だ
。『
東
華
学
校
も
の
が

た
り
』
で
は
、
一い

ち

力り
き

健
治
郎
（
河か

北ほ
く

新
報
創
業

者
）、
日
野
真
澄
（
同
志
社
大
学
教
授
）、
内
ケ

崎
作
三
郎
（
早
稲
田
大
学
教
授
）、
山
梨
勝
之

進
（
学
習
院
院
長
）、
真
山
青せ

い

果か

（
作
家
）、
児

玉
花か

外が
い

（
詩
人
）、
栗
原
基も
と
い（
第
三
高
等
学
校

教
授
）
を
紹
介
し
た
。
そ
の
う
ち
最
近
、
脚
光

を
浴
び
た
の
が
内
ケ
崎
（
一
八
七
七
〜
一
九
四

七
）
で
、
今
年
の
上
半
期
に
企
画
展
「
内
ケ
崎

作
三
郎
│
教
育
者
・
牧
師
・
政
治
家
の
生
涯
」

が
東
京
（
友
愛
労
働
歴
史
館
）
で
開
催
さ
れ
た
。

　

彼
は
宮
城
県
の
出
身
で
、
東
華
学
校
の
在
籍

は
わ
ず
か
一
か
月
で
あ
っ
た
が
、
同
志
社
出
身

の
教
員
、
片
桐
清
治
（
伝
道
師
で
も
あ
っ
た
）

か
ら
英
語
や
歴
史
を
学
ん
だ
。
内
ケ
崎
も
ま
た

同
校
を
「
精
神
的
に
は
京
都
同
志
社
の
分
校
の

や
う
な
も
の
で
あ
っ
た
」
と
見
な
す
（
内
ケ
崎

作
三
郎
「
吉
野
作
造
君
と
私
」
九
九
頁
、
赤
松

克
麿
編
『
故
吉
野
博
士
を
語
る
』
中
央
公
論
社
、

一
九
三
四
年
）。

　

す
な
わ
ち
、「
先
生
は
皆
、
同
志
社
出
身
で

あ
る
〔
中
略
〕。
そ
れ
故
、〔
私
は
〕
間
接
に
同

志
社
と
も
関
係
あ
る
わ
け
で
あ
る
」
と
自
認
す

る（
内
ケ
崎
作
三
郎「
本
郷
教
会
時
代
の
憶
出
」

一
六
三
頁
、『
本
郷
教
会
創
立
五
十
年
』、
日
本

組
合
本
郷
基
督
教
会
、
一
九
三
六
年
）。

　

中
退
後
は
第
二
高
等
学
校
（
東
北
大
学
の
前

身
校
）
へ
転
じ
、
ア
メ
リ
カ
・
バ
プ
テ
ス
ト
派

の
女
性
宣
教
師
、
ブ
ゼ
ル
（A

.S.Buzzell
、

仙
台
・
尚

し
ょ
う

絅け
い

女
学
校
創
設
者
）
の
バ
イ
ブ
ル
・

ク
ラ
ス
で
求
道
し
た
結
果
、
同
派
の
中
島
力
三

郎
牧
師
か
ら
吉
野
作
造
や
島
地
雷ら

い

夢む

ら
と
洗
礼

（
浸
礼
）
を
受
け
た
。

　

こ
う
し
て
、「
ブ
ゼ
ル
・
バ
ン
ド
」
と
で
も

呼
び
た
い
一
群
の
青
年
信
徒
（
内
ケ
崎
、
吉
野
、

島
地
、
小
西
重
直
、
栗
原
基
ら
）
が
仙
台
か
ら

世
に
羽
ば
た
く
に
至
っ
た
。
内
ケ
崎
の
場
合
、

そ
の
起
点
は
東
華
学
校
入
学
で
あ
る
。

　

内
ケ
崎
と
同
志
社
と
の
縁
は
、
東
大
生
時
代

に
復
活
す
る
。
現
在
の
弓ゆ

み

町
ち
ょ
う

本
郷
教
会
で
海

老
名
弾だ

ん

正
じ
ょ
う

牧
師
（
熊
本
バ
ン
ド
の
一
員
で
、

後
に
同
志
社
総
長
）
に
師
事
し
た
。
そ
の
関
係

で
後
年
、
海
老
名
に
宛
て
た
書
簡
十
五
通
を
本

学
人
文
科
学
研
究
所
は
所
蔵
す
る
。

　

ち
な
み
に
、
同
志
社
ゆ
か
り
の
徳
富
蘇
峰
記

念
館
（
神
奈
川
県
）
も
、
海
老
名
の
後
輩
、
蘇

峰
に
宛
て
た
内
ケ
崎
書
簡
を
八
通
、
保
管
す
る
。

　

内
ケ
崎
は
、
後
半
生
、
早
稲
田
大
学
教
授
、

牧
師（
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
教
会
）、衆
議
院
議
員（
副

議
長
）
と
し
て
幅
広
く
活
躍
す
る
。

　

早
稲
田
で
は
、
時
の
文
学
部
科
長
が
浮
田
和

民
教
授
（
熊
本
バ
ン
ド
の
一
員
で
、
同
志
社
で

は
海
老
名
の
同
級
生
）
で
あ
っ
た
。
さ
ら
に
内

ケ
崎
は
ユ
ニ
テ
リ
ア
ン
運
動
の
第
一
人
者
で
も

あ
る
が
、
安
部
磯
雄
、
岸
本
能の

武ぶ

太た

、
村
井
知と
も

至よ
し

と
い
っ
た
同
志
が
、
揃
い
も
揃
っ
て
同
志
社

出
身
者
で
あ
る
う
え
に
、
岸
本
が
東
華
学
校
教

員
で
も
あ
っ
た
の
は
、
こ
れ
ま
た
奇
遇
で
あ
る
。

日
野
真
澄

　

い
ま
ひ
と
り
、
同
志
社
本
校
ゆ
か
り
の
生
徒

が
い
た
。
日
野
真ま

澄す
み（
一
八
七
四
〜
一
九
四
三
）

で
あ
る
。
山
形
の
出
身
で
、
東
華
学
校
在
学
中

に
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
か
ら
洗
礼
を
受
け
た
。
そ
の

関
係
か
ら
、
一
八
九
二
年
の
閉
校
後
、
本
校
と

も
言
う
べ
き
同
志
社
神
学
校
に
進
ん
だ
。

　

一
八
九
七
年
に
卒
業
す
る
と
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
市
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
に
あ
る
名
門
校
（
ユ
ニ
オ

ン
神
学
校
と
コ
ロ
ン
ビ
ア
大
学
）
で
神
学
の
研

鑽
を
積
ん
だ
。

　

帰
国
（
一
九
〇
一
年
）
後
、
同
志
社
神
学
校

に
招
か
れ
、
教
授
に
就
任
。
在
職
中
の
一
九
一

二
年
に
同
志
社
は
（
専
門
学
校
令
に
よ
る
）
大

学
に
昇
格
し
、
二
学
部
（
神
学
部
と
政
治
経
済

部
）
を
設
け
た
。
日
野
は
原
田
助

た
す
く

総
長
の
も

と
で
初
代
神
学
部
長
に
就
任
す
る
。
し
か
し
、

原
田
の
大
学
運
営
を
め
ぐ
る
学
内
紛
争
に
巻
き

込
ま
れ
て
辞
職
。
そ
の
直
後
に
、
自
宅
が
不
審

火
に
よ
り
全
焼
し
、
五
人
の
子
ど
も
が
す
べ
て

焼
死
す
る
と
い
う
私
的
惨
事
に
も
見
舞
わ
れ
た
。

同
志
社
神
学
校
中
興
の
祖

　

日
野
は
、
ほ
ぼ
十
年
間
、
他
校
で
働
い
た
後
、

一
九
三
〇
年
に
同
志
社
に
復
帰
し
、
数
々
の
功

績
を
残
し
た
。
神
学
部
は
彼
の
働
き
に
報
い
る

た
め
に
肖
像
画
を
作
成
し
た
。
栄
光
館
の
デ
ン

ト
ン
（M

.F.D
enton

）
の
肖
像
画
を
描
い
た

長
尾
己き

画
伯
の
作
品
（
一
九
四
〇
年
）
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
日
野
の
死
後
（
一
九
六
一
年
）
に
は
、

後
輩
に
あ
た
る
大
塚
節
治
（
神
学
部
教
授
、
の

ち
に
同
志
社
総
長
）
ら
の
寄
付
金
に
よ
り
、「
日

野
講
座
」
が
神
学
部
に
設
置
さ
れ
、
講
演
会
が

し
ば
し
ば
持
た
れ
た
。
し
か
し
、
一
九
九
六
年

一
月
の
第
十
六
回
（
講
師
は
竹
中
正
夫
神
学
部

教
授
）
で
中
断
さ
れ
た
ま
ま
な
の
は
寂
し
い
。

　

最
近
で
は
、
そ
の
竹
中
が
『
同
志
社
山
脈
│

一
一
三
人
の
プ
ロ
フ
ィ
ー
ル
』（
二
〇
〇
三
年
）

で
「
同
志
社
神
学
校
中
興
の
祖
」
と
題
し
て
日

野
の
紹
介
を
し
て
、
復
権
に
努
め
た
。

　

日
野
の
場
合
、
も
し
も
仙
台
に
同
志
社
分
校

が
な
け
れ
ば
、
同
志
社
本
校
で
修
学
、
就
業
す

る
可
能
性
は
、
ほ
ぼ
な
か
っ
た
で
あ
ろ
う
。
そ

れ
だ
け
、
東
華
学
校
、
と
く
に
デ
フ
ォ
レ
ス
ト

の
感
化
は
大
き
い
。
日
野
が
認

し
た
た
め
た
「
最
も
印

象
深
か
り
し
東
華
学
校
時
代
」
と
題
し
た
恩
師
、

デ
フ
ォ
レ
ス
ト
を
追
悼
し
た
一
文
か
ら
も
そ
れ

が
は
っ
き
り
と
読
み
取
れ
る
。

　
「
予
は
故
郷
を
出
で
て
よ
り
、
教
育
は
仙
台

と
京
都
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
受
け
た
が
、
最
も

深
刻
な
る
印
象
を
残
し
た
の
は
、
仙
台
東
華
学

校
に
於お

け
る
教
育
で
あ
る
」（『
新
人
』
復
刻
版
、

第
一
二
巻
第
六
号
、
一
九
一
一
年
六
月
号
、
六

〇
頁
、
龍
渓
書
舎
、
一
九
九
二
年
）。

田
中
兎
毛

　

最
後
は
東
華
学
校
教
員
か
ら
ひ
と
り
、
田
中

兎と

毛も
う

で
あ
る
。
岸
和
田
の
出
身
で
、
一
八
七
八

年
に
同
志
社
に
入
学
し
、
在
学
中
に
ラ
ー
ネ
ッ

ド
牧
師
（D

.W
.Learned

）
か
ら
洗
礼
を
受
け
、

京
都
第
二
公
会
（
現
同
志
社
教
会
）
の
会
員
と

内ケ崎作三郎（小野寺宏『内ケ崎
作三郎の足跡をたどる』私家版、
二〇〇七年、の口絵）

日野真澄肖像画（長尾己作。神学部蔵）
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志
社
第
二
代
総
長
）
と
第
八
代
総
長
の
海
老
名

弾
正
（
田
中
忠
雄
の
岳
父
が
、
熊
本
時
代
に
指

導
を
受
け
た
牧
師
）
の
も
の
が
、
そ
う
で
あ
る
。

分
校
の
残
照
・
光
芒

　

同
志
社
仙
台
分
校
は
、
短
命
だ
っ
た
。
さ
な

が
ら
大
空
の
か
な
た
に
消
え
去
っ
た
流
れ
星
で

あ
る
。

　

だ
が
、
今
も
そ
の
残
照
や
光
芒
の
痕
跡
は
、

目
を
凝
ら
せ
ば
こ
こ
同
志
社
本
校
で
も
見
出
せ

る
。
そ
の
好
例
が
田
中
兎
毛
の
系
譜
で
あ
る
。

　

彼
の
孫
の
配
偶
者
が
、
遠
藤
彰
（
一
九
二
〇

〜
二
〇
〇
九
）
で
あ
る
。
遠
藤
は
堺
市
の
出
身

で
、
同
志
社
大
学
文
学
部
神
学
科
に
入
学
。
在

学
中
は
同
志
社
グ
リ
ー
ク
ラ
ブ
に
所
属
し
て
、

指
揮
者
も
務
め
た
。
卒
業
後
は
、
ユ
ニ
オ
ン
神

学
校
、
な
ら
び
に
チ
ュ
ー
リ
ッ
ヒ
大
学
へ
の
留

学
を
経
て
、
神
学
部
に
奉
職
す
る
。

　

教
授
、
神
学
部
長
を
歴
任
す
る
傍
ら
、
市
内

の
錦き

ん

林り
ん

教
会
牧
師
を
も
務
め
た
。
同
志
社
退
職

後
も
広
島
女
学
院
の
院
長
・
学
長
・
理
事
長
と

し
て
キ
リ
ス
ト
教
教
育
に
挺
身
し
た
。

　

彼
の
子
息
は
、
い
ま
本
学
神
学
研
究
科
に
在

籍
中
で
、
博
士
論
文
を
準
備
中
で
あ
る
。
か
く

し
て
、
田
中
家
は
四
代
に
わ
た
っ
て
同
志
社
に

関
り
続
け
る
。
仙
台（
分
校
）と
京
都（
本
校
）

が
今
も
な
お
、
見
え
な
い
糸
で
結
ば
れ
て
い
る

証
で
も
あ
る
。

大
学
神
学
部
Ｈ
Ｐ
）。

　

縦
長
の
窓
は
、
五
つ
の
枠
に
仕
切
ら
れ
た
。

最
上
部
が
大
空
（
栄
光
の
神
）、
最
下
部
が
大

地
（
人
間
社
会
）
で
、
そ
の
間
を
三
分
割
す
る
。

下
か
ら
福
音
書
記
者
（
マ
タ
イ
、
マ
ル
コ
、
ル

カ
、
ヨ
ハ
ネ
）、
中
段
に
は
ペ
テ
ロ
と
パ
ウ
ロ
、

そ
し
て
最
後
に
再
臨
の
キ
リ
ス
ト
が
両
手
を
広

げ
て
い
る
姿
が
描
か
れ
て
い
る
。

　

三
つ
目
は
、
正
面
右
手
の
油
彩
画
で
、「
聖

霊
降
臨
」（
ペ
ン
テ
コ
ス
テ
）
と
名
づ
け
ら
れ

て
い
る
。

　

神
学
館
チ
ャ
ペ
ル
以
外
に
も
田
中
の
作
品
は
、

学
内
に
存
在
す
る
。
同
志
社
チ
ャ
ペ
ル
に
掛
け

ら
れ
た
十
枚
の
肖
像
画
の
う
ち
、小
崎
弘
道（
同

大
学
教
授
の
時
（
一
九
六
三
年
）
に
神
学
館
を

新
設
し
た
同
志
社
大
学
か
ら
チ
ャ
ペ
ル
の
装
飾

を
依
頼
さ
れ
た
。
キ
リ
ス
ト
教
美
術
の
権
威
で

あ
っ
た
だ
け
で
な
く
、
実
父
が
卒
業
生
の
う
え
、

岳
父
と
同
様
に
同
志
社
系
の
牧
師
で
あ
っ
た
こ

と
が
、
決
め
手
と
な
っ
た
。

　

直
接
の
要
請
は
、
神
学
部
の
竹
中
か
ら
で
あ

ろ
う
。
彼
は
、
ア
ジ
ア
キ
リ
ス
ト
教
美
術
協
会

を
結
成
し
て
初
代
会
長
を
務
め
た
ほ
ど
、
美
術

に
明
る
い
美
術
愛
好
家
で
も
あ
っ
た
。

神
学
館
チ
ャ
ペ
ル
を
飾
る

三
つ
の
作
品

　

神
学
部
か
ら
依
頼
を
受
け
た
田
中
画
伯
は
、

新
築
チ
ャ
ペ
ル
を
三
つ
の
作
品
で
飾
る
こ
と
に

精
魂
を
傾
け
た
。

　

ひ
と
つ
は
、
入
口
の
壁
を
飾
る
レ
リ
ー
フ
。

旧
約
聖
書
の
冒
頭
部
分
（
天
地
創
造
物
語
）
を

ヘ
ブ
ル
語
で
彫
っ
た
。

　

二
つ
目
は
、
正
面
中
央
の
ス
テ
ン
ド
グ
ラ
ス

で
あ
る
。「
高
さ
六
米

メ
ー
ト
ル、
幅
一
米
二
十
五
、
こ

の
窓
を
考
え
る
よ
う
に
と
同
志
社
神
学
部
か
ら

の
お
手
紙
を
頂
い
た
時
の
わ
た
く
し
の
感
動
は
、

ど
う
表
現
し
て
よ
い
か
分
か
り
ま
せ
ん
」
と
田

中
は
告
白
す
る
（「
神
学
館
礼
拝
堂
」
同
志
社

に
進
学
し
た
。

　

在
学
中
に
同
志
社
系
の
兵
庫
教
会
で
父
親
か

ら
洗
礼
を
受
け
た
こ
と
も
あ
っ
て
、
早
く
か
ら

同
志
社
に
は
親
近
感
を
持
っ
て
い
た
が
、
美
術

を
専
攻
し
た
い
た
め
に
京
都
高
等
工
芸
学
校（
現

京
都
工
芸
繊
維
大
学
）
の
図
案
科
に
進
学
し
た
。

　

奇
し
き
こ
と
に
、
田
中
は
同
じ
く
ク
リ
ス
チ

ャ
ン
美
術
家
と
し
て
高
名
な
小
磯
良
平
と
は
、

小
・
中
学
校
を
通
し
て
同
級
で
あ
っ
た
。

　

さ
ら
に
、
田
中
と
小
磯
が
神
戸
二
中
の
五
年

生
（
十
回
生
）
の
時
に
、
東
山
新
吉
（
後
の
魁か

い

夷い

）
が
十
四
回
生
と
し
て
入
学
し
て
来
る
の
も
、

奇
し
き
巡
り
あ
わ
せ
で
あ
っ
た
。
東
山
も
ま
た
、

先
輩
の
小
磯
の
後
を
追
う
よ
う
に
東
京
美
術
学

校
（
現
東
京
芸
大
）
へ
進
学
す
る
。

　

田
中
は
同
志
社
に
進
ま
な
か
っ
た
も
の
の
、

係
累
に
同
志
社
関
係
者
が
い
る
。
た
と
え
ば
妻

（
志
津
）
の
父
親
、
中
村
正ま

さ

路じ

（
一
八
七
五
〜

一
九
四
一
）。
新
島
も
支
援
し
た
熊
本
英
学
校

で
海
老
名
弾
正
の
指
導
を
受
け
て
か
ら
、
東
京

で
他
教
派
（
聖
公
会
）
の
立
教
や
東
京
三さ

ん

一い
ち

神

学
校
に
学
ぶ
。
し
か
し
、
卒
業
後
は
同
志
社
系

教
派
に
復
帰
し
て
、
大
阪
、
鳥
取
、
福
岡
な
ど

で
牧
師
と
し
て
伝
道
に
従
事
し
た
。

　

一
方
、
田
中
忠
雄
は
後
半
生
、
武
蔵
野
美
術

な
っ
た
。
が
、
入
学
八
年
後
に
卒
業
を
待
た
ず

に
、
校
長
の
新
島
の
勧
め
で
同
志
社
を
中
退
し
、

仙
台
に
教
員
と
し
て
赴
任
。

　

在
職
中
、
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
ら
と
教
会
設
立
に

尽
力
し
、
仮
牧
師
（
初
代
牧
師
は
三
宅
荒あ

ら

毅き

）

に
就
任
し
た
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
を
助
け
て
、
教
会

役
員
（
会
計
）
と
し
て
働
い
た
。

　

学
校
閉
鎖
の
後
も
、
デ
フ
ォ
レ
ス
ト
ら
と
教

会
を
守
り
抜
き
、
自
ら
二
代
目
の
牧
師
に
就
任

し
た
。
そ
の
後
、
北
海
道
の
開
拓
伝
道
に
転
じ
、

い
ま
の
札
幌
北
光
教
会
や
小
樽
公
園
通

ど
お
り

教
会

を
立
ち
上
げ
、
そ
れ
ぞ
れ
初
代
牧
師
と
な
る
。

北
海
道
伝
道
を
も
夢
見
て
、
仙
台
に
橋
頭
保
を

築
い
た
新
島
の
期
待
に
十
分
応
え
た
歩
み
で
あ

っ
た
。

　

そ
の
後
は
、
関
西
に
戻
り
、
神
戸
女
子
神
学

校
（
後
に
聖
和
大
学
、
現
関
西
学
院
大
学
）
の

教
頭
、
つ
い
で
兵
庫
教
会
牧
師
に
も
就
任
し
た
。

田
中
忠
雄

　

田
中
の
札
幌
時
代
に
誕
生
し
た
男
児
が
、
ク

リ
ス
チ
ャ
ン
画
家
と
な
る
田
中
忠
雄
（
一
九
〇

三
〜
一
九
九
五
）
で
あ
る
。
小
学
生
の
頃
、
父

親
の
転
勤
に
伴
い
神
戸
に
転
じ
、
や
が
て
兵
庫

県
立
神
戸
第
二
中
学
校
（
現
県
立
兵
庫
高
校
）

神学館チャペル正面のステンドグラス
（田中忠雄作）


